
は
古
く
か
ら
、
「
良
き
言
葉
は
良
き
も
の

を
招
く
」
と
言
い
ま
す
が
納
得
で
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
「
あ
り
が
と
う
」
は
、
人

を
幸
せ
に
す
る
魔
法
の
言
葉
で
す
。
ぜ

ひ
、
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
え
る
人
に
な
っ

て
幸
運
を
引
き
寄
せ
て
く
だ
さ
い
。
ま
ず

は
、
身
近
な
親
や
家
族
、
友
達
な
ど
に

「
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。 

私
自
身
も
、
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
わ

れ
る
よ
う
に
、
そ
し
て
、
「
あ
り
が
と
う
」

と
言
え
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
過
ご
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

で
は
、
私
が
出
会
っ
た
た
く
さ
ん
の
本

の
中
か
ら
、
図
書
館
の
お
話
が
載
っ
て
い

る
絵
本
を
紹
介
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
読
ん

で
、見
て
、感
動
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

「
と
し
ょ
か
ん
ラ
イ
オ
ン
」 

ミ
シ
ェ
ル
・ヌ
ー
ド
セ
ン
／
作 

ケ
ビ
ン
・ホ
ー
ク
ス
／
絵 

I
S
B
N:

4
-2
6
5-
0
68
1
7
-
3 

 

（絵
本
好
き
） 

                   

 

 

 

４月２３日は『子ども読書の日』  

中央図書館では、子どもの読書活動を推進するため、毎年、 

市内の小・中学生を対象に、読書感想画コンテストを実施しています。 

応募作品を審査し、市長賞を受賞した作品を基に、翌年の「子ども 

読書の日」のポスターを作成し、小・中学校や公共施設に掲示し、 

ＰＲしています。 

募集案内については、夏休み前に各小・中学校にお知らせします。    市長賞「わたしのアイスクリーム」                                

 菊間小・１年 東條 友羅さん 
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本 

あ
れ 

こ
れ 

【
第
３
回
】 

『
あ
り
が
と
う
』  

 

桜
の
花
も
ほ
こ
ろ
び
は
じ
め
、
春
の

日
差
し
が
感
じ
ら
れ
る
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
新
し
い
、
一
歩
を
踏
み
出
し
た

人
、
新
た
な
気
持
ち
で
毎
日
を
送
ら
れ

る
人
な
ど
、
多
く
の
人
が
気
持
ち
を
新

た
に
す
る
時
で
し
ょ
う
。 

さ
て
、
そ
ん
な
毎
日
の
中
で
、
み
な
さ

ん
は
、ど
ん
な
言
葉
が
好
き
で
す
か
？ 

私
の
好
き
な
言
葉
は
、
「
あ
り
が
と

う
」
で
す
。
だ
れ
も
が
口
に
し
た
こ
と
の

あ
る
、
聞
き
な
れ
た
言
葉
で
す
が
、
こ
の

「
あ
り
が
と
う
」
の
言
葉
を
使
う
と
、
ま

ず
自
分
が
変
わ
り
、
周
り
の
人
が
変
わ

り
、
そ
の
人
を
取
り
巻
く
状
況
が
好
転

す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
感
謝
の
言

葉
を
口
に
す
る
こ
と
で
、
気
持
ち
が
安

定
し
何
事
も
前
向
き
に
考
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
そ
う
で
す
。
日
本
で 

              



図書館 ～Ｑ＆Ａ～ 
日ごろ寄せられる問い合わせにお答えします。 

 

 

 

Ｑ．今、借りている本が返却日までに読み終わらないので、もう少し借りたいのですが？ 

 

Ａ．１回に限り「延長」ができます。 

 

 ⇒「延長」とは？ 

   ２週間の貸し出し期間中で、貸出予約が入っていない場合、１回に限り継続して本を借りることが

できる制度です。期間は延長の手続きを行った日から２週間となります。 

ですから、借りられる期間は最長でも４週間までです。 

 

 

 

Ｑ．貸し出しの延長はどうすればいいの？ 

 

Ａ．借りている本と図書利用カードを持ち、中央図書館か各公民館、 

コミュニティセンターの窓口で手続きを行ってください。 

  「パスワード登録」をすれば、インターネットか専用電話で手続きができます。 

 

⇒「パスワード登録」とは？                       

   任意の数字(４桁)を登録してあれば、予約のない本は図書館のホームページと電話の自動音声応答

サービスで延長手続きができます。ただし、利用時間は午前８時３０分から午後９時までです。 

 

※「パスワード登録」は、中央図書館、公民館、コミュニティセンター（千種・戸田を除く）の窓口

で受け付けています。   

 

 

 

Ｑ．中央図書館で借りた本を近くの市の施設で返却できますか？ 

 

Ａ．市内の公民館とコミュニティセンターなら、どこでも返却できます。 

ただし、視聴覚資料（ＣＤやＤＶＤ等）は、中央図書館のみの取り扱いとなります。 

 

  ※閉館時間に返却したいときは、公民館（鶴舞を除く）、コミュニティセンターに返却ポストが設けら

れています。（ただし、以下のものは除く。） 

 大型図書や紙芝居などのポストに入らないもの 

 視聴覚資料及び付録（ＣＤなど）のある図書（ポストへ入れると破損する恐れがあります。） 

これらのものは、お手数ですが開館時間中に直接カウンターに返却をお願いします。 



＜水濡れ＞ 

水に濡れて波打ってしまい

ました。 

＜シミ・汚れ＞ 

文字が読めなくなったり、ペー

ジが開かなくなったりします。 ＜破損＞ 

ページが破られたり、記事が切り抜か

れていることがあります。 

 

 

 図書館の本は、繰り返し貸し出しをするため、傷みも早く、修理の必要な本が多くあり

ます。ページが破れたり、外れてしまった本など、その状態はさまざまですが、図書館で

は、できる限り修理をしています。 

しかし、水濡れや飲み物のシミ、動物の噛み跡、ペンによる書き込みやページの切り取

りなど、修理できない状態になってしまったときは、弁償していただくことになります。 

市民の財産である図書館資料を大切に扱いましょう。ご協力よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

＜書き込み・落書き＞ 

文字を書き込んだり、落書きし

たりするのは、自分の本やノー

トだけにしましょう。 

 

＜動物の噛み跡＞ 
ペットによる噛み跡も多

発しています。 

 

借りた本のページが破れたり、外れてしまっ

たときは、そのままの状態でお持ちください。 

ご家庭のセロハンテープやのりなどで修理

をしてくださる方がいらっしゃいますが、かえ

って本を傷めてしまう場合があります。図書館

で専用の道具を使って修理をします。 

傷ついた CD や DVD も、研磨機や修復機を使っ

て、修理しています。しかし、傷が深い物などは修

理できません。 

図書館の視聴覚資料は、著作権者に対する補償金

を含んでいるため大変高額です。多くの方に利用し

てもらえるよう、大切に扱いましょう。 

＜ページ破れ＞ 

ビリビリです。 

＜ページ割れ＞ 

背がパカッと 

外れています。 

補修用テープで

貼り付けます。 

 

割れた部分にのりを付け

て、クリップなどで固定

します。 

修理しているのは、本だけ

ではありません！ 

研磨機 

修復機 

ケースの破損も大変多くなっていま

すので、丁寧に扱いましょう。 



 

 

自分自身や家族の健康などについて、医師や医療機関と相談する材料となる資料や情報を、自分で調べようという
方が多くなっています。中央図書館では、そうした利用者の皆さまの健康づくりを支援するため、「医療・健康情報
サービスコーナー」を設置しました。皆さまの必要な情報が得られるようお手伝いしますのでどうぞご利用ください。       

★医療・健康情報サービスの利用にあたっては、次の点にご留意ください★ 

   ①図書館の医療・健康情報サービスは、資料や情報の提供のみを行うものです。特定の治療や薬を推奨 

    するものではありません。 

   ②図書館では、医療上のアドバイスや判断はいたしません。症状や診断・薬・治療法・薬については 

    医療機関にご相談ください。 

   ③医療や健康に関する情報は高い頻度で変わりますのでご注意ください。 
 

 

              

 医療や健康をめぐるさまざまなテーマについ

て、資料の展示や情報をお届けします。また、 レ

ファレンスカウンターでは、調べ物のお手伝いを

します。病気や薬について調べたいときなどは、

ぜひご利用ください。 

          

          

           

 

 

 

 

 

 

 「闘病記」とは、自分自身や身近な方が病と向

き合った日々を綴った手記です。実用書や医療専

門書とは違い、それぞれの体験者の「生き方情報」

が詰め込まれています。同じ病気にかかったとき

に参考になる情報源です。 

中央図書館所蔵の闘病記 

リストもご用意しています。          

 

 

 

 

医療・健康関係の新聞記事の掲示や、医療関連機

関が発行したパンフレットもご自由にご覧いた

だけます。本以外の情報源もご利用ください。 

 

 

 

 

  「調べ方案内（パスファインダー）」や「ブッ

クリスト」を随時発行し、分かりやすい医学書か

ら専門書までさまざまな本や、役立つ 

ｗｅｂ情報についてご紹介 

します。たくさんある情報 

から、どのように探せばよ 

いか分からないというとき 

にご利用ください。 

  

 

 

 

◆ イベント開催のお知らせ  ◆ 
 
 

４月２３日は「子ども読書の日」です。 

市原市立中央図書館では、平成 24 年 4 月 24 日(火)から 5 月 12 日(土)まで 

いちはらっ子読書フェスタ ２０１２ を開催します。 
   期間中は、お子さま向けのイベントをたくさん用意して 

皆さまの参加をお待ちしています。 

 


